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「木力／もくりょく」誕生のお話
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「木力／もくりょく」とは、木材の持つ力、木材にしかない力
　市場振興委員会では、主として木材需要の拡大・振興をテーマとして活動しています。代表的なもの
としては、毎年、都立木場公園イベント広場に於いて開催される東京都及び都木連主催の「木と暮しの
ふれあい展」に、都木連の主な団体会員である当組合が参画していることから、市場振興委員会が組合
企画を催し、木材のPRに努めています。その「木と暮しのふれあい展」の木の日イベントは、2020年～
2022年の 3年間に亘りコロナ禍で開催が見送られることになってしまいました。そこで、その間の委員
会活動として次の企画に取り組みました。先ず一つ目は、「木材会館紹介映像」のDVD制作でした。NHK
エンタープライズ（イメージサイエンス）に制作を依頼して、完成したDVDについては組合員へ送付し、
木材会館Webサイトに於いて公開しています。二つ目は「交通広告企画」になります。この企画では、木
製中吊り広告の掲出とトレインチャンネル（JR東日本の電子公告）の映像放映を実施しましたが、この
「交通広告企画」の狙いは不特定多数の一般の方へ「木材」への興味を高めて良いイメージを持ってもらう
ことで木材需要の活性化に寄与するということ。それを如何に効果的に展開するかに際し、コミュニケー
ションテーマとして乗客の方に一目で「木材」への興味喚起、そして「印象に残る言葉やイメージは何か」、
「どう伝えるか」などを考えているプロセスの中で「木」の「力」と書いて「もくりょく」と読む「木力／もく
りょく」という言葉が誕生しました！
　この「木力／もくりょく」の言葉は幾つかの候補の中から選ばれたものではなく、オンリーワンの言葉
として即決し、公式ロゴマークのデザインを制作しました。その後の様々な取り組みには、このロゴマー
クの普及を図り木材の需要拡大に貢献すべく、信頼性のある公式ロゴとして格付ける為、「木力／もく
りょく」とは何かをシンプル且つ印象付ける説明文を発信することが必須と考えました。その内容の候
補には、「木材の多様性」「カーボンニュートラル」「森林」「建築」「家具」「木の持つ性質」等々が挙がり、多
面的な木の良さを伝える表現を模索し、市場振興委員会で検討しました。人によって受け止め方は違い
ますが、それぞれの表現が一般的な「木材」の印象を拭えず、発信力や目新しさという面では今一つ物足
りなさが残るものでした。勿論それらも全て「木力／もくりょく」です！
　その同じ頃、木材研究委員会（飯島委員長）が注力して取り組まれていたのが、千葉大学の宮崎良文名
誉教授、池井晴美テニュアトラック准教授との科学的データに基づいた「木」と「人」との関係の共同研究
で、そこでは今日までもよく使われる売り文句の「樹齢何年」「木の温もり」「高級感」「木味」等々の視点
ではなく、科学的根拠に基づいた「木」がもたらす「人」への効果、すなわち「木材セラピー」の視点から
価値を見出すものでした。「木力／もくりょく」とは、木材が従来のイメージである素材としての価値を
超えて幅広い分野で利用され「人」の為に役立つ素材であること、それがまさに「木力／もくりょく」の意
味になります。そこで「木力／もくりょく」を用いた初めての広告（木製の中吊り広告）には、木材セラ
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コメ倒産

株式会社榎戸材木店
会長　榎 戸 正 人

　若い人は知らないでしょうが、昔、「コメットさん」というテレビドラマがありました。それを思い出
して、今回のタイトルを「コメ倒産」にしたのですが、当社の食堂・弁当部門もコメや食材の値上がりで、
昨年は大幅赤字。今年も数100万円の赤字になりそうで普通なら「コメ倒産」です。不動産賃貸収入でカ
バーして安い弁当を売るって、ほとんど慈善事業です。そもそも、儲けるつもりで弁当屋を始めたわけ
ではないので多少の赤字はよいのですが、さすがにこの食材や光熱費の値上がりはキツい……他の飲食
店も同じ苦しみを味わっているのでしょう。これからも、コメ倒産は増えそうです。
　備蓄米の量に限度がある以上、その放出によってコメ価格を下げることは出来ません。本気で下げよ
うと思えば、国産米の供給が増えて需給バランスが取れるようになるまで、輸入米で供給を増やすしか
ありません。スーパーの中には独自にカリフォルニア米を輸入して売り出すところも出て来ました。し
かし、コメ価格を下げられるほどの量ではありません。
　しかし、政府がしゃしゃり出て、アメリカから年間50万トン輸入し、随意契約で安く提供するなどと
宣言したら、アメリカに毎年50万トンを必ず輸入すると約束したと受け取られます。これはあくまでも
緊急避難的な一時的な措置であると主張するには政府は表に出ず、商社やコメの大口ユーザーを組織し
て「外米輸入協会」を作り、そこを窓口にしてアメリカからの輸入を図るべきです。個々の企業が独自に
行うと、トータルの輸入量がコントロールできず、大量に入り過ぎて混乱を招く恐れがあります。
　果たして、カリフォルニア米にそれだけの供給力があるか……カリフォルニア・ローズは「カルロー
ズ」の名称で販売されていますが、カリフォルニア・ローズには懐かしい思い出があります。私が米ヒ
（アメリカヒノキ）丸太の輸入を担当していた40年近く前、オレゴン州南部のミリントンヤードという土
場に入札にかけられる米ヒの丸太の山がいくつも作られ、それを検品しに行くのに商社の駐在員がシア
トルやポートランドから車で同行してくれました。
　彼らは地元に帰る前に必ず日本食を扱う店に立ち寄り、大量のコメを買っていました。カリフォルニ
ア米は美味しいので、自宅で食べる分だけではなく、同僚や友人にも分けるとのことでした。太平洋側
の日本料理店は高級料亭や著名な寿司店は日本からの輸入ブランド米を使っていましたが、普通の店は
カリフォルニア米だとのことでした。
　詳しく調べた人の話を聞くと、日本からカリフォルニアに移住したコメ作り農家が、それまで作られ
ていたインディカ米ではなく、日本のジャポニカ米が作りたいと、周囲から気候も土質も違うのに出来
るはずがないと冷たい目で見られながらも、数十年の歳月を掛けて日本のコメに近い味のコメ作りに成
功し、「カリフォルニアローズ」の商品名で売り出して大評判になったのだそうです。他の農家にも種も
みを分け、耕作指導を行い、カルフォルニアローズの生産量は増えていきました。
　果たして日本に何十万トンも輸出するゆとりがあるかはわかりませんが、緊急輸入米としては最有力
でしょう。牛丼やチャーハンなら、日本のコメとの違いはわかりませんよ。「コメ倒産」する前に、カル
ローズを使ってみましょう。大量に輸入すれば、キロ341円の関税を払っても 5キロで3200円程度で売れ
るはずです。為替と船賃のリスクはありますが。
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ピーから見た「木材」の価値をPRすることに至りました。実施にあたっては千葉大学の宮崎良文名誉教
授に監修を依頼し、「生理的リラックス効果」「予防医学的効果」「木材セラピー」の 3つデザインを制作
し、「木力／もくりょく」公式ロゴのお披露目（誕生！）となりました。
　以上「木力／もくりょく」誕生のお話でした。
　現在、老若男女問わず子供から大人まで幅広い年齢層の方々に「木力／もくりょく」を知ってもらえる
ように、オフィシャルのロゴとは異なりますが、新ロゴとキャラクターデザインを制作していますので、
ご期待ください。
　また、「木力／もくりょく」普及啓発活動については、今後も積極的に展開して行きます。この先「木
力／もくりょく」という言葉やロゴ等が全国、世界中の方々に使用され、木材の需要拡大に貢献する一
助として活用されることを期待しています。

「木力／もくりょく」商標登録
・第19類　令和 4年12月13日登録
・第 3類、第35類、第41類　令和 5年10月13日登録

「木力／もくりょく」普及啓発活動の実績
・「木力／もくりょく」説明用チラシ制作
・令和 5年10月に組合Webサイトに於いて「ロゴマークの使用について」公開
・名刺サイズマグネット、丸形ステッカー（和柄と年輪柄）、シールシート制作
・木材セラピー編のポスター及びクリアファイル（木材研究委員会）
・車体用マグネットシート制作
・木の日イベントの刺繡入りミニタオル
・青年部野球チームのユニフォーム制作（文化厚生委員会）
・木材セラピー編の英語版ポスター及びクリアファイル（木材研究委員会）制作
・SNS（Instagram等）でデザイン活用、他

木製中吊り広告の掲出
2022年（令和 4）12/12～18

車体用マグネットシート
過去 3回希望者に配付（合計900枚）
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